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2 5 　高サイトカイン血症に基づく臨床所見を呈

し,諸治療により改善した重症型アルコール

性肝炎の一例
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重症型 ア ル コ ー ル性肝炎 (S A H) は ア ル コ
ー

ル

性肝炎 の 中で も肺水腫, 腎不全, 敗血症, D IC な

どを併発 し, 高率に多臓器不全 に陥る予後不良の

疾患 であ る . 我々 は本例 に併発 した高サイ トカイ

ン 血症 に対する諸治療を行 い救命し得 た S A H の

1 例 を経験 した .

症例は 50 才の 男性. 日本酒換算5 合を連日飲

酒 して い た . 全身倦怠感 と黄痘 を主訴に来院した .

入院時検査で多核白血球優位の白血球増多25 6 0 0/

m m
3
, 総 ビリ ル ビ ン 12 .2 m g / dl と上昇, プ ロ ト ロ

ン ビ ン時間 3 4 % , へ パ プラス チ ン テス ト 21 % と

低下 . 血中 エ ン ドトキ シ ン は陰性であ っ た が, 衣

症性 サイ トカイ ン の IL 6 .8 , T N F α , 願粒球 エ ラ ス

タ ー ゼ は い ずれ も高値を呈 して い た . 血奨交 換,

血液源過, ビリ ル ビ ン吸着, ス テ ロイ ドパ ル ス 療

法 , ウリ ナ ス タ チ ン投与等の 治療を施行 し, 症状

の 改善を認 めた . 発症早期より高 サイ トカイ ン 血

症 を抑制 した こ と が, 多臓器の 重篤 な合併症を回

避で きた要因の
一

つ と考えられた .
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症例 は 19 歳女性. 生直後に乳児肝炎の疑 い で 1

年間入 院して い る . 2 0 00 年 6 月 2 1 日より発熱,

咽頭痛出現 . 近医で抗生剤等処方されるも改善せ

ずそ の 後肝機能異常を指摘され た . 入 院時 T - Bil ,

G O T
,
G F r は高値を示 し, E B V 抗 V C AIg M 抗体

の 陽性認 め E B ウイ ル ス によ る肝障害と考 え た .

症 状は速や か に軽快 し た が 黄痘 は徐々 に増強 し

T - Bi1 2 3 m g まで 上昇し どリ ル ビ ン 吸着療法施行

する も改善は得ら れなか っ た .
エ コ

ー

下肝生検を

施行 し著明な肝内胆汁う っ 滞を認 め ると共 に小葉

中心部と門脈域周辺 の壊死 と芙酎同内リ ン パ 球浸潤

も見 られた . E B V 抗 V C A Ig M 抗体は陰性化する

まで 2 ケ月 を要 し, E B V 抗 E B N A 抗体は 6 ケ 月

以上経て陽性化 した . 発症 5 ケ 月より黄痘 は緩 や

か に下降 しだし, 現在正常化 して い る .

2 7 　 I F N 投与中に特発性血小板減少性紫斑病

（ITP）を発症したC型慢性肝炎の一例
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症例 は 6 9 歳 の 女性 . 輸血歴 が あり, 19 9 0 年よ

り C 型慢性肝炎 と して 経過観察 して い た .
1 9 9 9

年 12 月より, G O T ･ G F r の 悪化 を認め , 2 000 年

5 月 IF N に よる治療 を開始 した . 以後, 特に 問題

なく経過観察 して い た が, 8 月 2 6 日菌肉出血, 8

月2 8 日全身 に点状出血斑を認め, 血小板 2 00 0/ 〃l

と著明低値であ っ た た め, 入院した . 骨髄所見 に

異常なく , P A Ig G 20 94 .7 n g / 1 0
7
c ell s と著明な上

昇を認 め , 特発性血小板減少性紫斑病 (IT P) と

診断した .
ス テ ロ イ ド治療を行 っ た ところ, 速や

か に血小板数 は増加 し, ス テ ロ イ ド中止後も血小

板は正常範囲に保た れた . IF N は多彩な生物活性

を有 し, その 副作用も問題 で あるが , IF N 投与中

に I T P を発症 した C 型慢性肝炎 の 報告 は非 常 に

少なく, 文献上検索 し得た範囲で は, 国内
･ 海外

を合わせ て 本例を含め 12 例 の み で あ っ た . IF N

投与中に著明な血小板減少を認め た場合は, 本疾

患 も考慮 し, 速や か に対応する こ と が重要と考え

られた .


